
(57)【要約】

【課題】　ステレオ用スピーカの低コスト化。

【解決手段】　ステレオ用スピーカ１は２台のスピーカ

５０を膨出部５１ｂ側面部分で互いに連結して一体化し

た構造を成している。フレーム２は２つの単一部品であ

るフレーム５２を連結部２ｂで連結一体化した形の部品

である。基板４は２つの単一部品である基板５９を連結

一体化した形の部品であり、フレーム２の連結部２ｂに

配設されている。基板４にはコイル端末と外部接続端子

であるバネ６０がハンダ付けされている。ヨーク５は２

つの単一部品であるヨーク５２を連結部５ａで連結一体

化した部品であり、フレーム２に固定されている。ヨー

ク５には磁石５３とトッププレート５４とが接合されて

磁気回路部を構成している。リング６は２つの単一部品

であるリング５７を連結部６ａで連結一体化した部品で

ある。プロテクタ３は２つの単一部品であるプロテクタ

５８を連結部３ｂで連結一体化した部品である。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も フ レ ー ム と 、 こ の フ レ ー ム に 固 定 さ れ た ヨ ー ク と こ の ヨ ー ク に 固 定 さ れ た 磁
石 と 、 こ の 磁 石 に 固 定 さ れ た ト ッ プ プ レ ー ト と 、 前 記 フ レ ー ム に 周 縁 部 を 固 定 さ れ た 振 動
板 と 、 こ の 振 動 板 に 固 定 さ れ た ボ イ ス コ イ ル と 、 こ の ボ イ ス コ イ ル の 端 末 並 び に こ れ と 導
通 す る 外 部 接 続 端 子 を 接 続 し た 配 線 回 路 と か ら 成 る ス ピ ー カ の 一 対 の セ ッ ト で あ る ス テ レ
オ 用 ス ピ ー カ に お い て 、 前 記 フ レ ー ム 、 前 記 ヨ ー ク 、 前 記 配 線 回 路 及 び 前 記 振 動 板 の う ち
少 な く と も １ つ 以 上 の 部 品 に つ い て 、 ほ ぼ 同 一 形 状 の ２ つ の 単 一 部 品 が 連 結 一 体 化 さ れ て
１ つ の 部 品 を 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 配 線 回 路 は ２ つ の 単 一 配 線 基 板 が 連 結 一 体 化 さ れ た 配 線 基 板 で あ り 、 こ れ を 連 結 一
体 化 さ れ た 前 記 フ レ ー ム の 連 結 部 に 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ス テ レ オ 用
ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 フ レ ー ム に は 前 記 振 動 板 の 保 護 の た め の プ ロ テ ク タ を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 プ ロ テ ク タ は ２ つ の 単 一 プ ロ テ ク タ が 連 結 一 体 化 さ れ た プ ロ テ ク タ で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ レ ー ム に は 前 記 振 動 板 と 前 記 プ ロ テ ク タ と の 間 に リ ン グ を 配 設 し た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ３ 記 載 の ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 リ ン グ は ２ つ の 単 一 リ ン グ が 連 結 一 体 化 さ れ た リ ン グ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ５ 記 載 の ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  本 発 明 は 携 帯 電 話 等 に 用 い ら れ る 電 気 音 響 変 換 器 、 更 に 詳 し く は ス テ レ オ 用 の ス ピ ー カ
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 電 気 音 響 変 換 器 で あ る 小 型 ス ピ ー カ は 携 帯 電 話 等 に 広 く 用 い ら れ て い る （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 そ し て 、 近 年 携 帯 電 話 の 着 信 音 は ス テ レ オ 化 （ 立 体 音 ） さ れ て い
て 、 １ 台 の 携 帯 電 話 に ２ 個 の 小 型 ス ピ ー カ が 使 わ れ て い る 。 こ の よ う な 従 来 の ス テ レ オ 用
の ス ピ ー カ の 一 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ４ は 従 来 の 小 型 ス ピ ー カ の 平 面 図
で あ り 、 図 ５ は 図 ４ の Ｂ － Ｂ 断 面 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ６ は こ の ス ピ ー カ の 底 面 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま ず 、 従 来 の 電 気 音 響 変 換 器 で あ る ス ピ ー カ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ 乃 至 図 ６ に
お い て 、 ５ ０ は ス ピ ー カ を 示 し て お り 、 ５ １ は ス ピ ー カ ５ ０ の 樹 脂 成 形 品 か ら 成 る フ レ ー
ム を 示 し て い る 。 フ レ ー ム ５ １ は 略 円 環 状 の 胴 部 ５ １ ａ と そ の 一 部 が 外 側 へ 方 形 に 膨 出 し
た 膨 出 部 ５ １ ｂ と か ら 成 り 、 胴 部 ５ １ ａ は 中 央 穴 ５ １ ｃ と 外 周 段 部 ５ １ ｄ と を 有 す る 。 ５
２ は 中 央 穴 ５ １ ｃ に 固 定 さ れ た 平 鍋 形 状 の 磁 性 体 か ら 成 る ヨ ー ク を 示 し て い る 。 ５ ３ は ヨ
ー ク ５ ２ に 接 合 さ れ た 円 盤 状 の 永 久 磁 石 を 示 し て お り 、 ５ ４ は 磁 石 ５ ３ 上 に 接 合 さ れ た 円
盤 状 の 磁 性 体 か ら 成 る ト ッ プ プ レ ー ト を 示 し て い る 。 そ し て 、 ヨ ー ク ５ ２ 、 磁 石 ５ ３ 及 び
ト ッ プ プ レ ー ト ５ ４ で 磁 気 回 路 部 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ５ ５ は 同 心 円 状 の 波 形 を 有 す る 薄 型 の 樹 脂 成 形 品 か ら 成 る 振 動 板 を 示 し て い る 。 振 動 板
５ ５ の 周 縁 部 は フ レ ー ム ５ １ の 外 周 段 部 ５ １ ｄ に 接 合 さ れ て い る 。 ５ ６ は 巻 き 線 を 卷 回 し
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て 形 成 し た 円 筒 形 の ボ イ ス コ イ ル を 示 し て お り 、 振 動 板 ５ ５ の 下 面 に 接 合 さ れ て い る 。 ボ
イ ス コ イ ル ５ ６ は ヨ ー ク ５ ２ と ト ッ プ プ レ ー ト ５ ４ と の 隙 間 で あ る 磁 気 ギ ャ ッ プ ｇ に 臨 ん
で い る 。 ５ ７ は 振 動 板 ５ ５ の 周 縁 部 を 押 さ え て 外 周 段 部 ５ １ ｄ 上 に 接 合 さ れ て い る リ ン グ
を 示 し て い る 。 ５ ８ は 複 数 の 放 音 孔 ５ ８ ａ を 有 す る プ ロ テ ク タ を 示 し て お り 、 リ ン グ ５ ７
上 に 接 合 さ れ て 振 動 板 ５ ５ を 保 護 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ５ ９ は 配 線 回 路 と し て の 配 線 基 板 を 示 し て お り 、 配 線 基 板 ５ ９ 上 に は 一 対 の 配 線 パ タ ー
ン ５ ９ ａ が 形 成 さ れ て い て 、 そ こ に は コ イ ル 端 末 ５ ６ ａ が ハ ン ダ 付 け さ れ て い る 。 ハ ン ダ
付 け 部 は 樹 脂 封 止 ５ ９ ｃ で 被 覆 さ れ て い る 。 ６ ０ は 外 部 接 続 端 子 と し て の 圧 縮 コ イ ル ス プ
リ ン グ で あ る バ ネ を 示 し て お り 、 そ の 一 方 の 端 部 が 配 線 パ タ ー ン ５ ９ ａ と 導 通 す る 配 線 パ
タ ー ン ５ ９ ｂ 内 に 設 け た 回 路 基 板 ５ ９ の 貫 通 穴 を 通 し て ハ ン ダ 付 け さ れ て い る 。 ６ １ は リ
ア メ ッ シ ュ を 示 し て お り 、 フ レ ー ム ５ １ の 空 気 逃 げ 穴 ５ １ ｅ を 覆 っ て 防 塵 用 の 作 用 を し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 次 に 、 こ の ス ピ ー カ ５ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 バ ネ ６ ０ に 音 響 信 号 が 入 力 さ れ る と
、 磁 気 回 路 部 と コ イ ル ５ ６ と の 間 に フ レ ミ ン グ の 左 手 の 法 則 に 基 づ く 作 用 が 働 い て 、 コ イ
ル ５ ６ が 垂 直 方 向 に 振 動 す る か ら 、 コ イ ル ５ ６ と 接 合 さ れ た 振 動 板 ５ ５ が 振 動 し て 発 音 し
、 音 響 が 放 音 孔 ５ ８ ａ を 通 じ て 外 部 へ 放 出 さ れ る 。 以 上 の ス ピ ー カ ５ ０ が ２ 個 で １ セ ッ ト
の ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ と し て 使 用 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ４ ３ ６ ７ ６ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 の こ の よ う な 構 成 の 電 気 音 響 変 換 器 で は 、 ス テ レ オ 化 の た め に １ 台 の 携 帯 電 話 な ど
に ２ 個 の ス ピ ー カ を 搭 載 し て い る 。 こ の た め 、 セ ッ ト メ ー カ に お い て は ス テ レ オ 用 の ス ピ
ー カ の 部 品 費 が 通 常 の ス ピ ー カ の ２ 倍 と な っ て い る 。 ま た 、 ２ 個 分 の ス ピ ー カ を 組 み 立 て
る こ と に な る た め に 組 立 費 も 通 常 の ス ピ ー カ の ２ 倍 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、
２ 個 の ス ピ ー カ を 一 体 化 す る こ と に よ り 低 コ ス ト 化 を は か っ た ス テ レ オ 用 の ス ピ ー カ を 提
供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 手 段 は 、 少 な く と も フ レ ー ム と 、 こ の フ レ ー ム
に 固 定 さ れ た ヨ ー ク と こ の ヨ ー ク に 固 定 さ れ た 磁 石 と 、 こ の 磁 石 に 固 定 さ れ た ト ッ プ プ レ
ー ト と 、 前 記 フ レ ー ム に 周 縁 部 を 固 定 さ れ た 振 動 板 と 、 こ の 振 動 板 に 固 定 さ れ た ボ イ ス コ
イ ル と 、 こ の ボ イ ス コ イ ル の 端 末 並 び に こ れ と 導 通 す る 外 部 接 続 端 子 を 接 続 し た 配 線 回 路
と か ら 成 る ス ピ ー カ の 一 対 の セ ッ ト で あ る ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ に お い て 、 前 記 フ レ ー ム 、
前 記 ヨ ー ク 、 前 記 配 線 回 路 及 び 前 記 振 動 板 の う ち 少 な く と も １ つ 以 上 の 部 品 に つ い て 、 ほ
ぼ 同 一 形 状 の ２ つ の 単 一 部 品 が 連 結 一 体 化 さ れ て １ つ の 部 品 を 成 し て い る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 配 線 回 路 は ２ つ の 単 一 配 線 基 板 が 連 結 一 体 化 さ れ た 配 線 基 板 で あ り 、 こ れ を
連 結 一 体 化 さ れ た 前 記 フ レ ー ム の 連 結 部 に 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 フ レ ー ム に は 前 記 振 動 板 の 保 護 の た め の プ ロ テ ク タ を 配 設 し た こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 プ ロ テ ク タ は ２ つ の 単 一 プ ロ テ ク タ が 連 結 一 体 化 さ れ た プ ロ テ ク タ で あ る こ
と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 フ レ ー ム に は 前 記 振 動 板 と 前 記 プ ロ テ ク タ と の 間 に リ ン グ を 配 設 し た こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 リ ン グ は ２ つ の 単 一 リ ン グ が 連 結 一 体 化 さ れ た リ ン グ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 少 な く と も フ レ ー ム と 、 こ の フ レ ー ム に 固 定 さ れ た ヨ ー ク と こ の ヨ ー
ク に 固 定 さ れ た 磁 石 と 、 こ の 磁 石 に 固 定 さ れ た ト ッ プ プ レ ー ト と 、 前 記 フ レ ー ム に 周 縁 部
を 固 定 さ れ た 振 動 板 と 、 こ の 振 動 板 に 固 定 さ れ た ボ イ ス コ イ ル と 、 こ の ボ イ ス コ イ ル の 端
末 並 び に こ れ と 導 通 す る 外 部 接 続 端 子 を 接 続 し た 配 線 回 路 と か ら 成 る ス ピ ー カ の 一 対 の セ
ッ ト で あ る ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ に お い て 、 前 記 フ レ ー ム 、 前 記 ヨ ー ク 、 前 記 配 線 回 路 及 び
前 記 振 動 板 の う ち 少 な く と も １ つ 以 上 の 部 品 に つ い て 、 ほ ぼ 同 一 形 状 の ２ つ の 単 一 部 品 が
連 結 一 体 化 さ れ て １ つ の 部 品 を 成 し て い る の で 、 ス ピ ー カ の 低 コ ス ト 化 、 セ ッ ト メ ー カ に
お け る 組 立 費 削 減 を 図 る こ と が で き た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形
態 で あ る ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ を 示 す 平 面 図 、 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 を 示 す 断 面 図 、 図 ３
は こ の ス ピ ー カ の 底 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま ず 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で あ る ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ の 構 成 を 説 明 す る 。 図 １ 乃 至 図 ３
に お い て 、 １ は ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ を 示 し て お り 、 こ の ス ピ ー カ １ は 従 来 技 術 で 説 明 し た
２ 台 の ス ピ ー カ ５ ０ を 膨 出 部 ５ １ ｂ の 側 面 部 分 で 互 い に 連 結 し て 一 体 化 し た 構 造 を 成 し て
い る 。 従 っ て 、 従 来 と 同 じ 構 成 要 素 に は 同 じ 符 号 と 名 称 と を 付 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る
。 ２ は こ の ス ピ ー カ １ の 樹 脂 成 形 品 の フ レ ー ム を 示 し て お り 、 フ レ ー ム ２ は 胴 部 ２ ａ と こ
れ ら を つ な い で い る 連 結 部 ２ ｂ と か ら 成 っ て お り 、 ２ つ の 単 一 部 品 で あ る フ レ ー ム ５ ２ を
連 結 一 体 化 し た 形 状 を 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ３ は ２ つ の 単 一 部 品 で あ る プ ロ テ ク タ ５ ８ を 連 結 部 ３ ｂ で 連 結 一 体 化 し た 部 品 で あ る プ
ロ テ ク タ を 示 し て い る 。 ４ は ２ つ の 単 一 部 品 で あ る 配 線 基 板 ５ ９ を 連 結 一 体 化 し た 形 状 の
配 線 基 板 を 示 し て い る 。 ５ は ２ つ の 単 一 部 品 で あ る ヨ ー ク ５ ２ を 連 結 部 ５ ａ で 連 結 一 体 化
し た 形 状 の ヨ ー ク を 示 し て い る 。 ６ は ２ つ の 単 一 部 品 で あ る リ ン グ ５ ７ を 連 結 部 ６ ａ で 連
結 一 体 化 し た 部 品 で あ る リ ン グ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 効 果 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 の ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ に は
２ 個 の 単 一 部 品 を 連 結 一 体 化 し た 部 品 を 用 い て い る の で 、 こ の よ う に 連 結 一 体 化 し た 部 品
に つ い て は 部 品 の 加 工 費 が ほ ぼ 半 減 す る こ と に な る 。 ま た 、 連 結 一 体 化 に よ っ て 部 品 点 数
が 減 る こ と に な る の で 組 立 工 程 を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ
の コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ の セ ッ ト メ ー カ で の 組 立
工 数 は 従 来 の ２ 個 分 が １ 個 分 位 に ほ ぼ 半 減 で き る 。 そ し て 、 配 線 基 板 ４ を フ レ ー ム ２ の 連
結 部 ２ ｂ に 配 設 し た の で 、 ス ペ ー ス を 有 効 に 活 用 で き ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ の 小 型 化 に 役 立
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 の ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ に は 少 な く と も フ レ ー ム と 、 こ の フ レ ー ム に 固 定 さ
れ た ヨ ー ク と 、 こ の ヨ ー ク に 固 定 さ れ た 磁 石 と 、 こ の 磁 石 に 固 定 さ れ た ト ッ プ プ レ ー ト と
、 前 記 フ レ ー ム に 周 縁 部 を 固 定 さ れ た 振 動 板 と 、 こ の 振 動 板 に 固 定 さ れ た ボ イ ス コ イ ル と
、 こ の ボ イ ス コ イ ル の 端 末 並 び に こ れ と 導 通 す る 外 部 接 続 端 子 を 接 続 し た 配 線 回 路 と が 含
ま れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 本 発 明 に お け る 部 品 の 連 結 一 体 化 に つ い て は 、 以 上 説 明 し た よ う に 前 記 フ レ ー ム
、 前 記 基 板 、 前 記 ヨ ー ク 、 前 記 プ ロ テ ク タ 、 前 記 リ ン グ 及 び 前 記 振 動 板 の 必 ず し も 全 て に
お い て 成 さ れ て い る 必 要 は な く 、 少 な く と も そ の う ち の １ つ 以 上 の 部 品 に つ い て 成 さ れ て
い れ ば ２ 個 の ス ピ ー カ の 連 結 一 体 化 が な さ れ る の で 、 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き
る も の で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ に お い て 、 配 線 回 路 は 上 記 の 配 線 基 板
４ に 限 ら ず リ ー ド フ レ ー ム で 構 成 し た も の で あ っ て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ は 、 携 帯 電 話 や Ｐ Ｄ Ａ 等 の 小 型 携 帯 情 報 端 末 に 広 く 応 用 で
き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で あ る ス テ レ オ 用 ス ピ ー カ を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で あ る ス ピ ー カ を 示 す 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の ス ピ ー カ を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｂ － Ｂ 断 面 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の ス ピ ー カ を 示 す 底 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 　 ス ピ ー カ
　 ２ 　 フ レ ー ム
　 ３ 　 プ ロ テ ク タ
　 ４ 　 配 線 基 板
　 ５ 　 ヨ ー ク
　 ６ 　 リ ン グ
　 ５ ３ 　 磁 石
　 ５ ４ 　 ト ッ プ プ レ ー ト
　 ５ ５ 　 振 動 板
　 ５ ６ 　 ボ イ ス コ イ ル
　 ５ ６ ａ 　 コ イ ル の 端 末
　 ６ ０ 　 バ ネ
　 ｇ 　 磁 気 ギ ャ ッ プ

10

20

30

(5) JP 2006-166151 A 2006.6.22



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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